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　本年は、日本人がハワイ・日本両政府

間の条約により移民をはじめてちょうど

100年にあたり、多彩な記念行事がハワイ

全島で行われるなか、去る6月17日、日

米仏教徒の大会が盛大に開催された。写

真はシェラトン・ワイキキ・ホテルでの

記念晩餐会の模様で、ステージに上って

いるのは11宗派の代表である。

全日本仏教会
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囲
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十
一
宗
派
、
六
百
名
が

　
さ
る
六
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
に
か
け
て
、
日
米
仏
教
徒
会
議
ハ
ワ
イ
大
会
が
、
ハ
ワ
イ
仏
教
連

盟
（
会
長
松
浦
玉
露
・
曹
洞
宗
ハ
ワ
イ
空
回
総
監
）
主
催
、
全
日
本
仏
教
会
後
援
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
は
、
ハ
ワ
イ
日
本
人
官
約
移
民
百
年
祭
を
記
念
し
て
、
日
米
仏
教
徒
の
交
流
と
ハ
ワ
イ
乃

至
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
仏
教
の
興
隆
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
会
と
し
て
も
、
こ
の
一

代
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
に
導
く
こ
と
が
即
ち
各
宗
派
の
ハ
ワ
イ
開
教
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
日
米
仏
教
徒

の
励
み
に
も
な
り
、
記
念
す
べ
き
開
放
史
の
一
ペ
ー
ジ
と
な
る
も
の
と
考
え
、
十
一
宗
派
で
訪
問
団

を
結
成
し
、
宗
派
代
表
者
を
含
め
総
勢
約
六
百
名
を
も
っ
て
ハ
ワ
イ
に
渡
航
し
た
。
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．
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記
念
法
要
、
百
年
祭
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
典
な
ど
に
ぎ
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
日
程
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
全
日
本
仏
教
会
主
催
の
「
平
和
祈
願
大
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
」
、
十
七
日
に
ハ
ワ
イ
仏
教
連
盟
主
催
の
「
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
仏
教
徒
会
議
分
科
会
」
、
「
記
念
法
要
」
、
「
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
念
晩
餐
会
」
、
ま
た
オ
ア
フ
官
約
移
民
百
年

．
ρ
迂

平
和
の
女
神
に
向
っ
て
黙
禧

　
　
　
　
（
パ
ン
チ
・
ボ
ー
ル
）

藤
井
全
仏
会
長
に
よ
る
三
帰
芝
之

　
　
　
　
　
　
（
パ
ン
チ
・
ボ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祭
委
員
会
主
催
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
各
宗
教
合
同
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悼
法
要
」
が
＋
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
、
「
百
年
祭
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
念
式
典
」
、
「
百
年

参
加
　
難
腿
藺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
た
。

　
十
五
日
正
午
よ
り
、
パ
ン
チ
・
ボ
ー
ル
（
太

平
洋
国
立
墓
地
）
に
お
い
て
、
全
書
主
催
の
「
平

和
祈
願
大
法
要
」
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
、
野
口
善
雄
・
全
仏
事
務
次
長
が
開
会

の
辞
を
述
べ
、
二
万
二
千
人
と
も
い
わ
れ
る
パ

ン
チ
．
ボ
ー
ル
に
葬
ら
れ
て
い
る
戦
死
者
を
偲

ぶ
と
と
も
に
、
仏
教
の
精
神
の
も
と
に
平
和
を

誓
う
と
い
う
法
要
の
主
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

次
に
、
ビ
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
・
国
立
墓
地
副
所

長
の
歓
迎
の
辞
の
後
、
永
井
孝
道
・
全
摘
理
事

長
代
理
（
曹
洞
宗
宗
務
総
長
）
と
松
浦
ハ
ワ
イ

仏
連
会
長
に
よ
っ
て
献
華
が
行
わ
れ
た
。
引
き

続
き
、
藤
井
實
慮
・
全
仏
会
長
（
浄
土
門
主
）
を

大
導
師
に
三
帰
重
文
を
唱
和
し
、
黙
疇
を
行
っ

た
。
こ
の
後
、
勝
又
俊
教
・
全
仏
副
会
長
（
真

言
宗
豊
山
派
管
長
）
と
浅
野
覚
彰
・
ハ
ワ
イ
三

連
副
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
パ
ン
チ
・
ボ
ー

ル
に
お
け
る
法
要
を
終
了
し
た
。

　
同
日
午
後
三
時
四
十
五
分
よ
り
、
マ
ッ
キ
ン

レ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
常
陸
宮
同

妃
両
殿
下
臨
席
の
も
と
口
各
宗
教
合
同
追
悼
法

要
し
が
厳
修
さ
れ
た
。

　
こ
の
法
要
は
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
神
道
、

新
宗
教
の
合
同
法
要
で
あ
り
、
千
宗
之
・
裏
千

家
若
宗
匠
に
よ
る
供
茶
式
か
ら
開
式
さ
れ
た
。

大
谷
光
照
・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
前
門
主
が
大

永
井
全
仏
理
事
長
代
理
に
よ
る

代
表
焼
香
（
パ
ン
チ
・
ボ
ー
ル
）
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導
師
と
し
て
表
白
文
を
読
み
上
げ
、
仏
教
各
宗

総
長
並
び
に
開
教
使
に
よ
っ
て
読
経
が
行
わ
れ

た
。
藤
谷
義
明
・
ハ
ワ
イ
本
派
本
願
寺
総
長

（
日
米
仏
教
徒
会
議
委
員
長
）
の
法
話
の
後
、

藤
井
会
長
を
初
め
、
駐
米
日
本
大
使
、
ハ
ワ
イ

州
知
事
、
ホ
ノ
ル
ル
市
長
な
ど
の
諸
氏
が
献
華

を
し
た
。

　
翌
日
の
十
六
日
に
は
、
午
後
一
時
よ
り
、
N

B
C
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
「
百
年
祭
記
念
式
典
」

が
行
わ
れ
た
。
常
陸
宮
両
殿
下
が
臨
席
し
、
日

米
両
国
の
国
家
吹
奏
か
ら
開
式
と
な
っ
た
。

　
ハ
ワ
イ
州
知
事
、
駐
米
日
本
大
使
ら
の
祝
辞

の
後
、
日
本
国
仏
教
徒
を
代
表
し
て
本
派
前
門

主
よ
り
「
最
初
の
移
民
者
の
多
く
が
仏
教
徒
で

あ
り
、
そ
の
こ
と
を
配
慮
し
て
く
れ
た
百
年
祭

委
員
会
に
感
謝
を
述
べ
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
（
英
語
）
が
あ
っ
た
。
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最
後
に
、
ハ
ワ
イ
三
図
「
ハ
ワ
イ
．
ポ
ノ
イ
」

が
演
奏
さ
れ
て
祝
賀
式
典
の
第
一
部
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
終
了
。
第
二
部
で
は
、
日
米
の
古
典
舞
踊

や
邦
楽
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
催
し
も
の
が
披

露
さ
れ
た
。

　
同
日
午
後
六
時
半
よ
り
、
場
所
を
シ
ェ
ラ
ト

ン
・
ワ
イ
キ
キ
・
ホ
テ
ル
に
移
し
て
、
　
「
百
年

記
念
晩
餐
会
」
が
開
か
れ
、
各
宗
派
の
管
長
．
祭

総
長
な
ど
代
表
者
が
出
席
し
た
。
席
上
、
藤
井

会
長
よ
り
オ
ア
フ
官
約
移
民
百
年
祭
委
貝
会
に

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
翌
十
七
日
は
午
前
九
時
よ
り
、
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
・
ビ
ー
チ
・
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
日
米
仏
教

徒
会
議
分
科
会
」
が
開
か
れ
た
。

　
中
村
良
観
・
浄
土
宗
ハ
ワ
イ
三
教
総
監
が
、

ハ
ワ
イ
に
お
け
る
布
教
活
動
の
経
験
を
通
し
て

　
「
仏
教
は
家
の
宗
教
か
、
個
人
の
宗
教
か
1

仏
教
の
布
教
活
動
と
宗
派
」
と
い
う
基
調
講
演

を
行
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
ハ
ワ
イ
側
か
ら

松
本
省
二
師
（
本
派
）
、
池
永
英
筆
下
（
日
蓮
）

の
両
開
教
使
が
、
ま
た
日
本
瓦
か
ら
塩
入
亮
達
．

聖
観
音
宗
教
化
部
長
が
各
々
意
見
を
発
表
し
た
。

　
同
日
午
後
五
時
よ
り
、
シ
ェ
ラ
ト
ン
・
ワ
イ

キ
キ
・
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
日
米
仏
教
徒
会
議
．

ハ
ワ
イ
大
会
の
メ
イ
ン
と
も
い
う
べ
き
「
記
念

法
要
」
が
執
行
さ
れ
た
。

　
藤
井
会
長
を
大
導
師
に
厳
粛
に
行
わ
れ
、
各

宗
派
代
表
者
に
よ
る
献
香
献
華
、
一
分
間
の
黙

濤
に
続
い
て
、
表
白
文
（
別
記
掲
載
）
が
大
導

師
に
よ
り
拝
続
さ
れ
、
ま
た
勝
又
副
会
長
よ
り

釈
尊
の
慈
悲
の
精
神
と
そ
の
普
遍
化
の
意
義
を

中
心
と
し
た
法
話
が
あ
っ
た
。
次
に
、
藤
谷
日

米
仏
教
徒
会
議
委
員
長
、
永
井
全
書
理
事
長
代

理
、
宮
原
直
・
W
F
B
副
会
長
、
そ
し
て
各
宗

派
代
表
者
に
よ
る
挨
拶
が
あ
っ
た
。
な
お
、
こ

の
記
念
法
要
の
模
様
は
、
地
元
の
K
O
H
O
ラ

　
ハ
ワ
イ
官
約
移
民
百
年
祭
記
念
法
要

　
　
表
　
白

回
し
み
敬
っ
て
大
恩
教
主
繹
迦
牟
尼
如
来
の

御
宝
前
に
白
す
。
夫
れ
惟
れ
ば
、
我
が
同
胞

の
当
地
へ
の
移
民
の
足
跡
は
遠
き
日
々
に
遡

り
う
る
と
錐
も
、
一
八
八
五
年
我
国
と
ハ
ワ

イ
政
府
の
間
で
移
民
渡
航
条
約
が
締
結
さ
れ

て
よ
り
、
本
年
は
百
年
を
経
過
せ
し
記
念
す

べ
き
年
に
正
当
す
。

省
ば
、
此
の
百
年
の
長
き
に
亘
り
我
が
同
胞

は
よ
く
勤
勉
の
精
神
を
発
揮
し
て
あ
ら
ゆ
る

図
引
辛
苦
に
堪
え
て
奮
闘
努
力
し
、
自
ら
そ

の
社
会
的
地
位
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

よ
く
米
国
人
社
会
に
融
合
親
和
し
、
今
や
日

系
人
は
当
地
の
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
お
い
て
活

躍
し
、
尊
敬
を
え
る
に
至
れ
り
。
思
う
に
我

が
同
胞
を
し
て
今
日
あ
ら
し
め
た
所
以
に
、

先
祖
よ
り
薫
習
さ
れ
し
仏
教
の
信
仰
の
功
幾

許
か
与
か
り
し
か
。
七
宗
の
別
院
、
数
多
の

教
会
、
蓑
を
列
ね
て
布
教
の
実
大
い
に
挙
れ

る
を
観
れ
ば
、
杞
憂
に
過
ぎ
た
り
。
仏
教
の

根
本
た
る
慈
悲
の
精
神
の
弥
漫
欣
快
に
耐
え

ず
。
菰
に
官
約
移
民
百
年
祭
の
一
環
と
し
て

記
念
法
要
を
ハ
ワ
イ
州
知
事
閣
下
を
は
じ
め

有
縁
の
方
々
を
迎
え
ハ
ワ
イ
仏
教
連
盟
と
共

に
、
全
日
本
仏
教
会
が
其
の
中
核
た
る
曹
洞

宗
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
真
宗
大
谷
派
、

ジ
オ
に
よ
っ
て
生
中
継
さ
れ
た
。

　
法
要
後
、
　
「
記
念
晩
餐
会
」
が
、
日
本
か
ら

の
訪
問
団
と
地
元
ハ
ワ
イ
の
日
系
人
な
ど
約
九

百
名
の
出
席
の
も
と
和
や
か
に
開
催
さ
れ
、
各

宗
派
代
表
者
の
メ
イ
ン
テ
ー
ブ
ル
の
紹
介
並
び

に
レ
イ
の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
、

井
上
日
宏
・
全
躯
国
際
文
化
局
長
と
荒
了
寛
．

日
米
仏
教
徒
会
議
事
務
局
長
よ
り
謝
辞
が
あ

り
、
三
日
間
に
わ
た
る
日
米
仏
教
徒
会
議
ハ
ワ

イ
大
会
も
無
事
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
　
参
加
さ
れ
た
各
宗
派

　
　
代
表
者
及
び
要
職
者

△
全
日
本
仏
教
会

　
会
長
藤
井
實
慮
・
浄
土
門
主

　
副
会
長
　
勝
又
俊
教
・
真
言
宗
豊
山
派
管
長

浄
土
宗
、
日
．
蓮
宗
、
高
野
山
真
言
宗
、
臨
済

宗
妙
心
寺
派
、
天
台
宗
、
真
言
宗
智
山
派
、

真
言
宗
豊
山
派
、
孝
道
教
団
、
聖
観
音
宗
よ

り
一
宗
を
代
表
す
る
諸
大
徳
打
ち
揃
い
て
勤

修
す
る
こ
と
は
、
誠
に
有
難
き
影
干
の
然
ら

し
む
る
処
と
言
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

然
れ
ば
則
ち
、
先
亡
同
胞
移
民
諸
聖
霊
の
増

進
菩
提
を
勤
念
し
、
併
せ
て
仏
教
の
愈
々
の

盛
行
、
日
米
両
国
の
親
善
、
世
界
平
和
の
実

現
に
資
し
奉
ら
ん
と
欲
す
。

翼
く
は
、
我
等
の
希
願
に
哀
悪
納
受
し
て
冥

鑑
を
垂
れ
給
わ
ん
こ
と
を
。
敬
っ
て
白
す
。

　
昭
和
六
十
年
六
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
藤
井
實
慮

　
理
事
長
代
理
　
永
井
孝
道
・
曹
洞
宗
宗
務
総

　
　
　
　
　
　
　
長

△
曹
洞
宗

　
教
化
部
長
　
小
田
原
利
仁

　
北
米
総
監
　
山
下
三
光

△
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　
前
門
主
　
大
谷
光
照

総
務
寺
田
義
目

　
国
際
部
長
　
永
谷
孝
昭

△
真
宗
大
谷
派

　
宗
務
総
長
　
古
賀
制
二

　
総
務
山
崎
義
敬

△
浄
土
宗

　
知
恩
院
執
事
　
竹
田
英
宣

△
日
蓮
宗

　
宗
務
副
総
長
　
肉
倉
貫
義

△
高
野
山
真
言
宗

　
宗
務
総
長
　
阿
部
野
竜
正

　
三
会
議
長
　
藤
田
亮
禅

△
臨
済
宗
妙
心
寺
派

　
管
長
松
山
萬
密

　
静
岡
臨
済
寺
閑
栖
　
倉
内
松
堂

△
天
台
宗

　
青
蓮
院
門
主
　
東
伏
見
慈
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百年祭記念式典会場とな

ったNBCアリーナ

大会中開催された仏教文化展

　　（NBCアリーナ）

日米仏教徒会議分科会で発表する塩入師

　（パシフィック・ビーチ・ホテル）

　　各宗教合同の追悼法要

（マッキンレー・ハイスクール）

常陸宮両殿下を招いて行われた式典

　　　　（NBCアリーナ）

蟹
一
・
」

．17
_勢

晩餐会で和やかに談笑される漁師

（シェラトン・ワイキキ・ホテル）
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大導師として出仕される藤井撫仏会長

　（シェラトン・ワイキキ・ホテル）

法要後に賑やかに行われた記念晩餐会

　（シェラトン・ワイキキ・ホテル）

辮

義獺

プレスインタビューをうける金仏役員

　（シェラトン・ワイキキ・ホテル）

麗日闇闇コロコロ　　一瞥コロコのロコロロコのロロロロ　コロのロ　ロコロ　ロサ一層ロコロロ　 R

i御礼　日米仏教徒会議ハワイ大会の開催　i

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
lにあたり、ご協力いただきましたこと、　1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1厚く御礼申し上げます。　　　　　　　i
i　　　　　　　　　　（財）全日本仏教会　i
l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll●＿＿＿＿一一＿＿一一一＿＿＿＿＿一＿ワー一一一一●富鱒一｝一，幽一一一一一一一一一一一一
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∵
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霞
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購

記念法要の開始を待つ約900人の参列者

　（シェラトン・ワイキキ・ホテル）

　法話をされる勝又全仏副会長

（シェラトン・ワイキキ・ホテル）
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紬｛　
　
そ
れ
は
、
去
る
昭
和
五
十
八
年
度
の
部
落

解
放
研
究
所
主
催
に
依
る
、
第
十
四
回
高
野

山
夏
期
講
習
の
時
の
こ
と
で
し
た
。

　
大
学
の
松
下
講
堂
の
控
室
で
、
偶
々
今
は

亡
き
原
田
伴
彦
先
生
に
、
お
会
い
で
き
、
前

年
（
五
十
七
年
）
鹿
児
島
で
の
、
西
日
本
大

会
に
出
席
す
る
時
、
偶
然
に
も
飛
行
機
が
一

緒
だ
っ
た
関
係
で
、
空
港
か
ら
会
場
で
あ
り

宿
舎
で
あ
っ
た
第
一
サ
ン
・
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
迄
御
親
切
に
案
内
し
て
頂
い
た
こ
と
な
ど

の
お
礼
や
ら
思
い
出
話
な
ど
に
、
花
を
咲
か

せ
て
い
た
所
へ
、
講
堂

内
に
あ
る
放
送
施
設
の

テ
ス
ト
に
来
て
い
た
人

が
、
ひ
ょ
っ
こ
り
は
い

つ
で
来
て
「
私
は
、
こ

の
会
が
お
山
で
あ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
ず

っ
と
、
お
手
伝
い
さ
せ

て
、紹
介
し
な
が
ら

日
頃
か
ら
、

思
っ
て
い
る
事
が
、

ね
さ
せ
て
、

か
？
」

る
よ
う
な
、

い
た
私
は
、
　
一
瞬
、

を
云
う
人
が
、

つ
、
先
生
は
、
い
と
も
簡
単
に

　
こ
れ
が
、
か
の
有
名
な
大
阪
市
大
の
経
済

学
担
当
の
、
博
士
号
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
先

生
な
の
か
し
ら
？
　
と
思
わ
れ
る
程
の
気
さ

く
さ
と
云
う
か
、
庶
民
的
と
い
う
か
、
じ
つ

に
好
好
爺
的
な
笑
い
顔
で
、
お
っ
し
ゃ
っ
た

物
だ
か
ら
、
つ
い
そ
の
人
も
、
つ
り
こ
ま
れ

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　
「
実
は
、
こ
の

よ
う
な
研
修
会
は
、
今
後
ど
の
く
ら
い
、
や

ら
れ
る
ん
で
す
か
？
」
と
、
聞
い
た
も
ん
だ

か
ら
、
こ
れ
は
又
、
失
礼
な
こ
と
を
聞
く
ん

だ
な
あ
、
と
思
っ
て
心
配
し
な
が
ら
、
事
の

さ
せ
て
頂
く
と
同
時
に
、
や
は
り
永
年
、
経

済
学
の
研
究
の
か
た
わ
ら
、
学
問
的
に
同
和
、

問
題
を
解
明
し
て
来
ら
れ
た
先
生
の
、
尊
い

御
経
験
と
英
知
が
も
た
ら
し
た
強
い
信
念
と

大
き
な
人
間
愛
に
依
る
も
ん
だ
な
あ
と
、
今

更
の
よ
う
に
先
生
の
学
殖
の
深
さ
に
、
敬
意

を
表
し
な
が
ら
、
耳
を
傾
け
て
い
た
折
、
連

絡
係
の
人
が
「
先
生
の
出
番
で
す
よ
」
と
、

連
絡
に
来
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
先
の
御

高
説
を
拝
聴
す
る
事
が
出
来
な
く
て
、
誠
に

残
念
で
し
た
が
、
又
そ
れ
だ
け
に
、
大
変
貴

。
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o
　
　
o

　
　
も
ら
っ
て
い
る
者
で
す
が
」
と
、
自
己

　
　
　
　
　
　
「
今
日
は
、
一
つ
先
生
に
、

　
　
　
　
　
是
非
と
も
教
え
て
頂
き
た
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
ん
で
す
が
、
お
尋

　
　
　
　
　
も
ら
っ
て
も
、
よ
い
で
し
ょ
う

　
　
　
と
い
う
大
変
ぶ
し
つ
け
な
と
思
わ
れ

　
　
　
　
　
口
の
聞
き
方
に
、
側
で
聞
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
何
と
失
礼
な
事

　
　
　
　
　
　
は
い
っ
て
来
た
な
と
思
い
つ

　
　
事
の
な
り
行
き
を
見
守
っ
て
い
た
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
時
間
が
、
ま
だ

有
り
ま
す
か
ら
い
い
で
す
よ
。
何
で
も
、
ど

う
ぞ
」
と
。

1
1
同
和
問
題
に
お
け
る
研
修
と
は
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤

成
り
行
き
を
、
見
守
っ
て
い
た
ら
、
先
生
は

何
の
た
め
ら
い
も
な
く
、
極
く
、
あ
っ
さ
り

と
「
そ
れ
は
ネ
、
結
婚
差
別
と
就
職
差
別
が

な
く
な
れ
ば
終
り
ま
す
よ
」
と
簡
単
に
答
え

ら
れ
た
の
で
、
私
も
、
な
る
程
こ
れ
は
良
い

こ
と
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
と
喜
ん
で
い
た
ら

さ
ら
に
、
そ
の
人
は
、
た
た
み
か
け
る
よ
う

に
、
「
そ
ん
な
ら
、
こ
れ
か
ら
先
、
何
年
ぐ
ら

い
、
か
か
り
そ
う
で
す
が
？
」
と
、
第
二
間

を
発
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
又
あ
っ
さ
り
と
「
そ

う
で
す
ネ
、
ま
あ
三
十
年
く
ら
い
は
か
か
る

で
し
ょ
う
」
と
、
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
私
も

つ
い
「
あ
っ
そ
う
で
す
が
」
と
、
念
を
、
お

覚
玄
（
全
仏
同
和
委
員
高
野
山
真
言
宗
）

重
な
、
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
と
、
心
そ

こ
有
難
く
思
っ
た
次
第
で
す
。

　
と
同
時
に
、
そ
れ
、
ま
で
暗
中
模
索
し
て
来

た
、
同
和
推
進
に
向
っ
て
の
ゴ
ー
ル
が
、
終

局
的
に
は
、
こ
こ
へ
来
る
ん
だ
な
あ
と
、
恰

も
昔
の
武
者
修
行
者
が
、
長
い
年
月
を
か
け

て
の
諸
国
修
行
の
旅
先
で
、
は
か
ら
ず
も
、

と
或
る
山
中
で
、
白
髪
の
老
人
か
ら
、
免
許

皆
伝
の
極
秘
を
授
か
っ
た
時
の
よ
う
な
喜
び

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
、
そ
れ
以
後
は
、
事
あ
る

毎
に
、
冠
婚
葬
祭
の
席
や
、
宗
団
の
広
報
紙

へ
の
投
稿
、
研
修
会
な
ど
で
は
出
来
る
だ
け

こ
の
話
を
、
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
と
は
云
い
ま
し
て
も
、
誠
に
恥
ず
か
し
い

こ
と
で
す
が
、
実
は
私
そ
れ
ま
で
同
和
問
題

と
云
う
の
は
、
た
だ
単
に
、
国
民
的
課
題
で

あ
る
。
・
と
云
っ
た
程
度
の
、
極
め
て
皮
相
的
、

な
認
識
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
自
分
と
し

て
は
、
何
一
つ
と
し
て
、
具
体
的
な
方
途
を

持
ち
合
せ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
時

の
先
生
の
、
さ
り
げ
な
い
御
言
葉
が
、
恰
も

肺
脇
を
挟
る
よ
う
に
思
え
、
と
同
時
に
、
同

和
問
題
解
決
へ
の
目
標
を
、
よ
り
的
確
に
教

示
し
て
下
さ
っ
た
物
で
あ
る
と
、
認
識
す
る

こ
と
が
出
来
て
、
本
当
に
嬉
し
く
、
そ
し
て

又
、
同
和
推
進
の
方
途
を
示
す
べ
き
、
宗
団

の
窓
口
担
当
者
と
し
て
、
こ
の
上
も
な
く
有

難
い
御
提
蜥
で
あ
っ
た
と
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
幸
い
、
わ
が
宗
団
の
、
教
学
の
モ
ッ
ト
ー

が
“
い
か
せ
・
い
の
ち
”
で
あ
り
ま
す
の
で

今
後
の
、
同
和
推
進
の
研
修
に
達
て
は
、
あ

ら
ゆ
る
物
の
生
命
（
い
の
ち
”
価
値
）
を
生

か
す
（
発
揮
さ
せ
る
）
こ
と
な
く
し
て
は
、

つ
ま
り
、
生
ま
れ
や
職
業
に
よ
る
差
別
を
な

く
し
、
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
な
く
し
て
は

職
業
差
別
も
結
婚
差
別
も
、
な
く
な
ら
な
い

と
云
う
事
を
徹
底
さ
せ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、
全
面
の
研
修
会
に
於
て
も
、
是

非
こ
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
先
進
後
進
の
別

な
く
、
互
い
に
励
ま
し
、
労
り
合
い
な
が
ら

よ
り
具
体
的
な
手
だ
て
を
、
早
く
見
出
せ
る

よ
う
な
、
話
し
合
い
の
場
が
欲
し
い
と
思
う

の
で
す
が
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。

騨
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〔
質
問
〕
私
の
お
寺
で
も
先
般
税
務
調
査
を

う
け
ま
し
た
。
い
き
な
り
過
去
帳
を
出
し
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
　
「
こ
れ

は
僧
侶
の
守
秘
義
務
強
み
せ
ら
れ
な
い
」
と

い
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
税
務
署
員
は
、
自
分

ら
も
守
秘
義
務
が
あ
る
か
ら
安
心
し
て
く
れ

と
の
こ
と
で
し
た
。
守
秘
義
務
の
あ
る
税
務

署
員
に
は
過
去
帳
を
み
せ
て
も
何
の
問
題
も

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
野
県
－
住
職
）

〔
回
答
〕
宗
教
者
が
故
な
く
職
務
上
知
り
え

た
人
の
秘
密
を
漏
泄
し
た
と
き
は
秘
密
漏
泄

罪
を
構
成
し
刑
法
上
の
罪
責
に
問
わ
れ
ま
す

（
刑
法
＝
二
四
条
二
項
）
。
・
ま
た
裁
判
所
で
証

言
を
求
め
ら
れ
た
と
き
も
他
人
の
秘
密
に
関

し
て
は
証
言
を
拒
む
こ
と
が
で
き
ま
す
（
刑

事
訴
訟
法
一
四
九
条
、
民
事
訴
訟
法
二
八
一

条
）
。
ま
た
宗
教
者
は
他
人
の
秘
密
に
関
す
る

保
管
物
証
の
押
収
を
拒
む
こ
と
も
で
き
ま
す

（
刑
事
訴
訟
法
一
〇
三
条
）
。
こ
の
よ
う
に
宗

教
心
は
他
人
の
秘
密
に
深
く
関
わ
り
な
が
ら

そ
の
職
責
を
全
う
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ

れ
だ
け
責
任
も
重
い
わ
け
で
す
。
ま
た
、
同

じ
よ
う
に
税
務
職
員
も
そ
の
調
査
事
務
に
関

し
て
知
っ
た
秘
密
を
漏
ら
す
と
二
年
以
下
の

懲
役
又
は
三
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ

ま
す
（
所
得
税
法
二
四
三
条
、
法
人
税
法
一

も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
い
れ
な
い
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
同
和
問
題
の
観
点
か
ら
も
こ

れ
を
む
や
み
に
他
見
さ
せ
る
こ
と
は
問
題
が

あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
宗
教
法
人
は
収
益
事

業
を
営
ま
な
い
限
り
非
課
税
で
す
か
ら
、
宗

教
法
人
自
体
の
収
入
を
調
査
す
る
権
限
は
税

務
職
貝
に
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
住
職
ら

の
所
得
を
把
握
す
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な

と
き
に
許
さ
れ
る
だ
け
の
も
の
で
す
。

　
こ
の
点
で
似
て
い
る
の
は
、
医
師
の
立
場

で
す
。
医
師
も
宗
教
者
と
同
じ
よ
う
な
守
秘

義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
一
方
税
務
職
員
か
ら

…税

ｱ
置
と
過
去
帳
の
提
示
…

…
　
い
き
な
り
見
せ
う
と
い
わ
れ
た
が
　
…

⊥
ハ
一
二
条
）
。

　
調
査
を
う
け
る
宗
教
者
側
と
調
査
を
す
る

税
務
職
貝
側
の
双
方
に
こ
の
よ
う
な
守
秘
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
守
秘
義

務
相
互
は
、
相
手
の
守
秘
義
務
に
よ
っ
て
他

方
の
守
秘
義
務
が
解
除
さ
れ
る
と
い
う
部
類

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
何
が
守

秘
義
務
の
範
囲
内
か
と
い
う
こ
と
は
い
ち
が

い
に
い
う
こ
と
が
困
難
で
す
が
、
少
な
く
と

も
過
去
帳
が
檀
信
徒
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
源

泉
で
あ
り
、
そ
の
信
仰
の
秘
密
に
か
か
わ
る

カ
ル
テ
の
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
医
師
が
そ
の
守
秘
義
務
を
解
除
さ
れ
、

カ
ル
テ
を
税
務
職
員
に
み
せ
て
も
良
い
場
合

と
は
医
療
法
二
五
条
等
の
法
律
上
の
根
拠
の

あ
る
場
合
と
か
裁
判
所
の
提
出
命
令
の
あ
る

場
合
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
（
第
八
○
通
常
国

会
大
蔵
委
員
会
議
事
録
第
一
か
条
古
賀
説
明

員
の
説
明
）
。
過
去
帳
の
提
示
も
カ
ル
テ
に

準
じ
て
良
い
と
思
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
過

去
帳
を
み
な
け
れ
ば
住
職
ら
の
所
得
を
把
握

す
る
こ
と
が
不
可
能
で
最
後
の
手
段
と
し
て

万
止
む
を
得
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
べ
き
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
の
場
合
に
も
、
檀
信
徒

の
名
前
を
確
認
し
え
な
い
よ
う
な
形
で
呈
示

す
る
と
か
、
住
職
ら
が
過
去
帳
の
必
要
な
部

分
の
み
原
本
証
明
を
し
て
呈
示
す
る
と
か
の

配
慮
が
望
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
、

真
宗
大
谷
派
の
名
古
屋
教
区
に
対
し
て
名
古

屋
国
税
局
は
「
過
去
帳
の
調
査
は
慎
重
に
す

る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
以
上

述
べ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
っ
て
良

い
で
し
ょ
う
。

　
と
す
る
な
ら
、
貴
寺
へ
来
た
税
務
幽
幽
は

い
さ
さ
か
軽
卒
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
税
務
職
貝
に
守
秘
義
務
が

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
貴
師
の
守
秘
義
務
が
解

除
さ
れ
て
い
る
わ
け
の
も
の
で
な
い
こ
と
は

今
ま
で
述
べ
た
と
お
り
で
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
日
頃
の
記
帳
が
十
分
に

な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
と
過
去
帳
を
み
な
け

れ
ば
住
職
個
人
の
所
得
も
把
握
で
き
な
い
と

さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
と
心
な
ら
ず

も
過
去
帳
を
み
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

檀
信
徒
の
信
仰
を
侵
し
か
ね
な
い
事
態
と
む

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
お
寺
の
帳
簿
を
十

全
に
さ
れ
る
よ
う
特
に
注
意
が
肝
要
か
と
思

い
ま
す
。

…
　
な
お
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
毎
月
…

鰹
灘
無
縫
…
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同
和
現
地
学
習
会
実
施

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@
高
槻
市
と
茨
木
市
で

　
同
和
委
員
会
（
鷲
山
彦
住
委
員
長
）
で
は
、

去
る
六
月
十
、
十
一
の
両
日
、
大
阪
府
の
高
槻

市
と
茨
木
市
の
被
差
別
部
落
で
、
同
和
委
員
を

含
め
三
十
一
名
が
参
加
し
第
三
回
現
地
学
習
会

を
実
施
し
た
。

　
初
日
、
高
槻
市
内
を
視
察
後
、
会
場
と
な
っ

た
富
田
解
放
会
館
で
、
松
村
力
・
部
落
解
放
同

盟
高
槻
富
田
支
部
長
が
「
富
田
支
部
の
今
日
ま

で
の
経
過
と
基
本
法
制
定
に
向
け
て
」
の
約
一

時
間
の
講
演
を
行
っ
た
。

嘗1
　　　　　　　　’

噸

視
察
を
し
て
い
る
同
和
委
員

　
松
村
氏
は
、
昭
和
五
十
年
設
立
の
園
芸
協
同

組
合
に
よ
る
植
木
業
経
営
が
軌
道
に
乗
っ
て
き

た
こ
と
を
説
明
し
た
が
、
反
面
、
い
ま
だ
に
仕

事
や
教
育
に
お
け
る
差
別
が
解
消
さ
れ
て
い
な

い
点
を
指
摘
し
、
部
落
解
放
基
本
法
の
早
期
制

定
を
訴
え
た
。

　
ま
た
、
同
席
し
た
藤
田
則
夫
・
高
槻
市
助
役

か
ら
は
、
家
庭
内
に
お
け
る
同
和
教
育
の
重
要

性
を
説
い
た
小
冊
子
（
市
内
全
世
帯
に
配
布
）

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
二
日
目
、
茨
木
市
で
視
察
後
、
総
持
寺
解
放

会
館
に
て
『
夕
や
け
の
道
』
と
い
う
映
画
を
鑑

賞
し
た
。
こ
の
映
画
は
、
同
館
職
員
で
部
落
解

放
同
盟
の
活
動
家
、
そ
し
て
住
職
と
い
う
山
本

隆
俊
師
が
、
自
分
自
身
の
結
婚
問
題
を
通
じ
て

部
落
問
題
の
根
深
さ
と
そ
れ
に
対
す
る
解
放
運

動
の
取
り
組
み
を
描
い
て
い
る
作
品
で
あ
る
。

　
上
映
後
、
山
本
師
は
、
　
「
こ
れ
か
ら
は
一
人

一
人
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
同
和
運
動
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
、
「
各
界
各
層
で
の
裾
野
の
広

が
り
を
期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。

　
な
お
、
今
回
視
察
し
た
両
地
区
と
も
真
宗
寺

院
（
高
槻
市
が
鷲
山
委
員
長
の
詳
言
・
因
弘
寺
。

茨
木
市
が
山
本
師
の
童
坊
・
称
名
寺
）
を
中
心

に
形
成
さ
れ
た
部
落
で
あ
り
、
寺
院
と
運
動
団

体
、
そ
し
て
行
政
が
一
体
化
し
て
部
落
解
放
に

取
り
組
ん
で
い
る
地
区
で
あ
り
、
宗
教
者
の
果

す
役
割
り
の
大
き
さ
を
痛
感
し
た
思
い
で
あ
っ

た
。

　
　
　
下
町
説
法

　
最
近
、
私
の
寺
で
下
町
説
法
・
土
曜
講
座

と
い
う
の
を
は
じ
め
た
。
「
葛
飾
柴
又
」
は
、

東
京
の
東
の
は
ず
れ
で
、
下
町
と
は
言
え
な

い
「
東
京
の
田
舎
」
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
頃

は
、
寅
さ
ん
の
生
れ
故
郷
と
い
う
の
で
、
下

町
の
気
風
が
こ
の
辺
り
に
残
っ
て
い
る
こ
と

に
な
ろ
う
か
。
「
柴
又
説
法
」
で
も
良
か
っ
た

醗
朧
朧

撲
雌
・
難

……ﾖ
…
罐
麗
朧

）
躍
　
　
　
認

・噸

c
一

鰯
朧
朧

精
神
的
な
面
が
欠
落
し
て
い
る
の
か
、

事
件
、
邪
悪
な
犯
罪
が
頻
発
し
て
い
る
。

我
の
ま
わ
り
に
も
、

力
、
い
じ
め
の
問
題
か
ら
子
供
の
自
殺
、

た
老
人
問
題
な
ど
、

寄
せ
て
い
る
。

　
今
こ
そ
、
精
神
的
な
立
て
直
し
を
試
み
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
庶
民
の

問
題
を
取
り
あ
げ
、
各
界
で
活
躍
中
の
講
師

唱
の
で
あ
る
が
、
「
下
町
」
と
い
う
言

葉
に
は
、
庶
民
の
臭
い
が
あ
っ
て

親
し
味
が
あ
り
、
も
う
少
し
範
囲

を
広
げ
て
み
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

毎
月
第
三
土
曜
日
を
、
こ
の
日
に

当
て
、
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
話
を

聞
い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
昨
年
の
春
、
奥
の
庭
園
を
開
放

し
て
長
い
廻
廊
を
め
ぐ
ら
し
た
が

土
曜
、
日
曜
に
大
勢
の
人
達
が
来

顕
す
る
の
に
力
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
戦
後
す
で
に
四
十
年
、
日
本
は

物
質
は
豊
か
に
な
り
、
ま
さ
に
平

和
な
日
々
を
謳
歌
し
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暗
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
我

　
　
　
　
家
庭
内
暴
力
、
校
内
暴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
身
近
か
な
難
題
が
押
し

を
招
い
て
、
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
よ
う
と

言
う
わ
け
で
あ
る
。

　
す
で
に
「
南
無
の
会
」
な
ど
が
、
街
中
へ

進
出
「
し
、
喫
茶
店
で
説
法
を
聞
か
せ
て
成
果

を
あ
げ
て
い
る
が
、
企
画
者
の
サ
ー
ビ
ス
精

神
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
し
か
し
、
説
法
と
は
、
本
来
、
寺
へ
参
っ

て
聞
く
の
が
、
　
「
聞
法
」
の
す
が
た
で
は
な

い
の
か
と
思
う
。
寺
は
、
元
よ
り
「
道
場
」

で
あ
り
「
法
城
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し

か
も
「
説
法
」
の
内
容
は
、
お
き
ま
り
の
話

で
は
な
く
、
今
、
人
々
が
何
を
求
め
て
い
る

の
か
、
「
社
会
の
ニ
ー
ズ
（
需
要
）
」
に
応
え
得

る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
最
近
、
若
い
女
の
子
に
、
　
「
お
寺
っ
て
何

で
在
る
の
？
」
と
質
問
さ
れ
て
驚
い
た
が
、

正
直
言
っ
て
若
者
の
、
寺
に
対
す
る
認
識
は

そ
ん
な
も
の
で
あ
る
。
広
い
寺
域
の
中
に
お

さ
ま
っ
て
い
る
寺
の
存
在
が
不
可
思
議
に
思

え
る
の
だ
。
そ
の
意
味
で
す
べ
て
の
寺
が
、

門
戸
を
解
放
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
何
ら
か
の
方
法
で
、
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
新

し
い
時
代
に
向
け
て
の
演
出
方
法
を
工
夫
し

て
門
戸
解
放
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

が
来
て
い
る
。
か
つ
て
仏
者
は
、
常
に
「
ラ

イ
フ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
（
人
生
の
演
出
家
）

を
以
っ
て
任
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。　
　
　
　
（
文
化
専
門
委
員
・
臨
月
良
晃
）

一15一
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西
本
願
寺
の
慶
讃
法
要

　
五
月
二
十
二
日
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は

本
願
寺
本
堂
昭
和
修
復
予
讃
法
要
が
営
ま
れ
、

本
会
か
ら
は
、
藤
井
實
慮
・
四
仏
会
長
（
浄
土

門
主
）
が
来
賓
と
し
て
参
列
し
た
。

　
　
　
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
写
真
提
供
）

　
　
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ

　
　
義
援
金
を
募
り
ま
す

　
本
年
五
月
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
で
発
生
し

た
災
害
は
、
死
者
二
万
人
に
も
上
り
、
数
千
人

の
人
々
が
避
難
場
所
も
な
く
救
援
を
待
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
数
千
の
家
畜
が
流
さ
れ
、
農
地

も
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
食
糧
も
不
足
し
て
お
り

ま
す
。

　
本
会
で
は
、
W
F
B
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
セ

ン
タ
ー
の
要
請
に
よ
り
、
募
金
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
義
援
金
は
現
金
書
留
に
て
全
仏
国

際
部
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

昭
和
六
十
年
七
月
一
日
発
行

　
　
　
　
七
月
号
　
第
三
一
〇
号

濃
》
：
．
　
　
　
　
．
’
田
　
　
、
・

　
伴
義
台
師

　
六
月
九
日
、
九
十
二
歳
で
遷
化
。
浄
土
宗
西

山
深
草
派
管
長
、
総
本
山
誓
願
寺
第
九
十
八
世

法
主
。
元
京
都
府
・
市
仏
教
会
会
長
。

　
中
山
冨
士
師
（
全
島
常
務
理
事
）

　
六
月
二
十
一
日
、
五
十
八
歳
で
遷
化
。
財
団

法
人
日
本
仏
教
鎭
仰
会
理
事
長
。

＝
蚕
翠
務
夏
録
呂
州

　
　
　
　
　
　
　
　
1
（
六
月
）
1

　
五
日
　
愛
知
県
仏
理
事
会
出
席

　
六
日
　
正
力
松
太
郎
一
一
一
式
出
席

　
七
日
　
局
内
会
議

　
十
～
十
一
日
　
第
三
回
同
和
現
地
学
習
会
・

十
一
日
　
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
高
知
）

　
　
　
　
同
和
委
員
会

十
三
日
　
法
律
相
談
室

　
　
　
税
務
委
貝
会

　
　
　
全
仏
大
会
幹
事
会

十
三
～
二
十
日
　
ハ
ワ
イ
日
米
仏
教
徒
会
議

　
十
八
日

　
＋
九
日

二
＋
一
日

二
＋
四
日

二
＋
六
日

二
＋
七
日

二
十
八
日

宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
岐
阜
）

宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
長
野
）

日
宗
連
税
制
シ
ン
ポ
打
合
せ
会

宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
大
分
）

宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
福
岡
）

日
工
連
理
事
会

中
山
冨
士
師
葬
儀
参
列

第
二
回
宗
教
と
税
制
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

全
面
大
会
幹
事
会

全
仏
改
革
委
員
会

西
山
深
草
派
管
長
本
葬
参
列

出し入れ自由で、ふえる、ふえる、

≡目
0
　
0

一
　
画
一
　
一
　
一
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公社債投資信託・追加型設定・運用…山一投信委託

●1ヵ月据置けば出し入れ自由

●ふえる手応えがちがう1ヵ月複利

●＠適格、お1人300万円まで無税扱い

●お申込みは、10万円以上1万円単位

楽ご出金の場合、前日にご連絡ください。

楽お申込みの際は、受益証券説明書をご覧ください。

ス
テ
キ
な

奥
ち
ゃ
ま

（

〒104東京都中央区八重洲2の4の1
費03（276）3181（代表）

鍵

oo
λ▼

　　づ

さ

発
行
人
　
矢
　
萩
　
信
　
顕

編
集
人
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